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就任ご挨拶

島牧村長藤　澤

任期満了（8月22日）に伴う村長選挙が、さる7月31

日に告示され、同月5日に行われました。

その結果、前教育長の藤澤　克氏が初当選を果た
し、8月6日の選挙管理委員会で当選人と決まり、同

日、久慈選挙管理委員会委員長から当選証書が手渡さ
れました。

8月23日就任されました藤澤　克氏のご挨拶と今後

の抱負をお知らせします。
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昭
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◎
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夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟
の
明
日
を
築
く
た
め
に
ー
・

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
当
選
の
栄
を
賜

り
ま
し
た
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
の
多
く
は

近
年
末
期
的
な
財
政
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
す
島
牧
村
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
村
民
皆
様
の
英
知
と
力
を
結
集
し
、
互

い
に
手
を
つ
な
ぎ
、
支
え
合
い
、
と
も
に
額
に
汗
し

行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
は
『
ふ
る
さ
と
島
牧

村
』
　
の
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
未
来
へ
続
く
、

明
日
が
拓
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
に
未
来

を
託
し
て
い
く
「
ふ
る
さ
と
島
牧
」
　
の
明
日
を
築
く

た
め
に
、
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ま
し
た

活
力
・
活
気
あ
ふ
れ
る
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟

安
全
・
安
心
あ
ふ
れ
る
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟

協
働
の
支
え
合
い
あ
ふ
れ
る
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〟

を
目
指
し
た
村
づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
い
く
所

存
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
民
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。



挙
l鞄菓諭吉葬
島牧村長選挙開票結果　　　◎当選者

候　補　者　氏　名 �得　票　数 

◎　藤　澤　　　尭 �836 

藤　田　　　章 �734 

・有効投票　　　1，570 

・無効投票　　　　　　9 

・投票総数　　　1，579 

讐

一二一へ、ノー．、．．－′一一　立

島牧村長選挙　一各投票所の投票状況

区　分 �男 �有権 �投　　票　　者　　数 ���呑権 �投票率 �∫至考） D＼／ 

期日前 投票 �当日の投 �計 

投票所 �女 別 �者数 ��票者（不 在者投票 含） ��：；；十⊂： 者数 ��削回（平 成7年） 投票率 

第1投票所 （永豊・泊・豊平・ 江ノ島地区） �男 �224 �62 �150 �212 �12 �94．64 �94．14 

女 �257 �69 �177 �246 �11 �95．72 �98．11 

計 �481 �131 �327 �458 �23 �95．22 �96．16 

第2投票所 （栄浜地区） �男 �37 �3 �30 �33 �4 �89．19 �94．34 
女 �36 �4 �26 �30 �6 �83．33 �91．30 

計 �73 �7 �56 �63 �10 �86．30 �92．93 

第3投票所 （原歌地区） �男 �57 �14 �42 �56 �1 �98．25 �93．59 
女 �76 �8 �66 �74 �2 �97．37 �93．18 

計 �133 �22 �108 �130 �3 �97．74 �93．37 

第4投票所 （元町・干走地区） �男 �162 �28 �126 �154 �8 �95．06 �92．17 
女 �161 �27 �128 �155 �6 �96．27 �93．94 

計 �323 �55 �254 �309 �14 �95．67 �93．13 

第5投票所 （豊浜・栄磯地区） �男 �112 �17 �87 �104 �8 �92．86 �91．30 
女 �140 �22 �112 �134 �6 �95．71 �94．84 

計 �252 �39 �199 �238 �14 �94．44 �93．17 

第6投票所 （本日・港地区） �男 �126 �21 �94 �115 �11 �91．27 �90．78 
女 �151 �16 �125 �141 �10 �93．38 �91．48 

計 �277 �37 �219 �256 �21 �92．42 �91．17 

第7投票所 （歌島・冨浦地区） �男 �76 �10 �47 �57 �19 �75．00 �91．49 
女 �84 �20 �48 �68 �16 �80．95 �91．51 

計 �160 �30 �95 �125 �35 �78．13 �91．50 

合　　　計 �男 �794 �155 �576 �731 �63 �92．07 �92．55 女 �905 �166 �682 �848 �57 �93．70 �94．29 

計 �1，699 �321 �1，258 �1，579 �120 �92．94 �93．47 

『
1
2
年
承
り
の

村
長
選
挙
』

∵

島
牧
村
長
選
挙
の
投
票
が
、
さ
る
8
月
5
日
に
役
場
や
村
内
の
集
会
施

設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
選
挙
は
、
平
成
7
年
に
行
わ
れ
3
7
年
ぶ
り
の
選
挙
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
投
票
率
は
9
3
・
4
7
％
と
高
率
で
し
た
。

今
回
は
、
前
回
よ
り
0
・
5
3
％
下
が
り
ま
し
た
が
、
1
2
年
ぶ
り
の
選
挙

と
あ
わ
せ
、
平
成
1
5
年
1
2
月
1
日
か
ら
期
日
前
投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
9
2
・
9
4
％
と
高
い
投
票
率
に
な
り
ま
し
た
。

開
票
は
参
観
人
の
見
守
る
な
か
、
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
役
場
大
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
各
地
区
の
投
票
状
況
と
開
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



国政もあなたが主役の
選挙区選出議員選挙

候　補　者　氏　名 �得票数 

羽　柴　　秀　吉（無所属） �31 

はたやま　和　也（日本共産党） �88 

多　原　　かあり（無所属） �159 

◎　だ　て　　忠　一（自由民主党） �436 

千　代　　信　人（維新政党・新風） �5 

浅　野　　隆　雄（社会民主党） �12 

◎　小　川　　勝　也（民主党） �492 

荒　川　　昌　之（無所属） �4 

・有効投票　　　　1，227 

・無効投票　　　　　　　38 

・投票総数　　　　1，265 

比例代表選出議員選挙

政党等の名称 �得　票　数 ��計 

政党名 �候補著名 

維新政党・新風 �5 �0 �5 

社会民主党 �19 �4 �23 

公明党 �80 �119 �199 

9菓ネット �0 �2 �2 

共生新党 �0 �5 �5 

日本共産党 �51 �29 �80 

国民新党 �8 �26 �34 

自由民主党 �228 �140．400 �368．400 

民主党 �350 �125 �475 

新党日本 �6 �7 �13 

女性党 �10 �9．600 �19．600 

いずれの候補者、政 党に属さない有効票 �0 �1 �1 

・投票総数　　　　1，266 

・有効投票　　　　1，225 

・無効投票　　　　　　　41 

候補者名での得票数上位者

渡　辺　たかゐ　（公　明　党）115

あいはら　＜みこ（民　主　党）44

吉　川　さおり　（民　主　党）42

紙　　智　子　（日本共産党）25

大　高　まもる　（自由民主党）20

佐　藤　のぶあき（　′／　）20

橋　本　聖　子　（　′′　）20

その一昔
覇

1二鳥〆

各投票所の投票状況（選挙区選出議員選挙・比例代表選出議員選挙）

区分 投票所 �男 女 �有権 者数 �投　　票　　者　　数 ���棄権 者数 �投票率 �（参考） 前回（平 成16年） 投票率 

期日前 投票 �当日の投 票者 （不在者 投票含） �計 
別 

第1投票所 （永豊・泊・豊平・ 江ノ島地区） �男 �226 �53 �107 �160 �66 �70．80 �73．08 

女 �262 �55 �130 �185 �77 �70．61 �70．44 

計 �488 �108 �237 �345 �143 �70．70 �71．65 

第2投票所 （栄浜地区） �男 �37 �1 �24 �25 �12 �67，57 �55．00 
女 �36 �3 �16 �19 �17 �52．78 �66，67 

計 �73 �4 �40 �44 �29 �60．27 �60．53 

第3投票所 （原歌地区） �男 �58 �8 �36 �44 �14 �75．86 �70．67 
女 �76 �7 �55 �62 �14 �81．58 �81，93 

計 �134 �15 �91 �106 �28 �79．10 �76．58 

第4投票所 （元町・千走地区） �男 �166 �15 �111 �126 �40 �75．90 �62．79 
女 �161 �11 �112 �123 �38 �76．40 �67．65 

計 �327 �26 �223 �249 �78 �76．15 �65．20 

第5投票所 （豊浜・栄磯地区） �男 �114 �8 �75 �83 �31 �72．81 �76．23 
女 �140 �12 �98 �110 �30 �78．57 �71．92 

計 �254 �20 �173 �193 �61 �75．98 �73．88 

第6投票所 （本日・港地区） �男 �134 �20 �80 �100 �34 �74．63 �77．21 
女 �153 �20 �102 �122 �31 �79．74 �76，10 

計 �287 �40 �182 �222 �65 �77．35 �76．61 

第7投票所 （歌畠・富浦地区） �男 �78 �8 �38 �46 �32 �58．97 �73．08 
女 �84 �15 �45 �60 �24 �71．43 �67．78 

計 �162 �23 �83 �106 �56 �65．43 �70．24 

選挙区選出 議員選挙 合　計 �男 �813 �113 �471 �584 �229 �71．83 �71．06 

女 �912 �123 �558 �681 �231 �74．67 �71．71 

計 �1725 �236 �1，029 �1，265 �460 �73．33 �71．40 

比例代表選出 議員選挙 合　計 �男 �813 �114 �471 �585 �228 �71．96 �71．06 

女 �912 �123 �558 �681 �231 �74．67 �71．71 

計 �1725 �237 �1，029 �1，266 �459 �73．39 �71．40 

※比例代表選出議員選挙について臥各投票所の投票状況は掲載してありません。（合計のみ掲載）

第
2
1
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
7
月
1
2
日
に
公
示

さ
れ
、
同
月
2
9
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
の
投
票
率
は
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
が
7
3
・
3
3

％
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
7
3
・
3
9
％
と
前
回
の

（
平
成
1
6
年
7
月
日
日
執
行
）
　
の
7
1
・
4
0
％
を
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
で
1
・
9
3
％
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
で
1
・
9
9
％
上
回
り
ま
し
た
。

村
内
の
投
票
状
況
と
開
票
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で

す。

参
議
院
議

通
常
選

頂
覿

〆

／
ト
ト
ト
ト 、

・
∵



左上から　二階くん、佐々木くん、佐藤くん、暫藤くん
左下から　木村くん、南保くん、石崎くん

バドミントン

左から　渡辺くん、大森さん、高谷さん、石川さん、西澤さん

小学生バドミントン

左上から　佐々木さん、桃井さん、中山（喬由）くん、石川くん、
二階くん　左下から　中田さん、中山（幸次）くん、和田くん

本
会
で
一
成
▲

％
柔

道

継
続
は
力
『
努
力
の
成
果
実
る
』

拓
後
志
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
　
勝
　
渡
辺
　
涼

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
　
勝
　
西
澤
美
冴

第
3
位
　
石
川
瑞
希

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
第
3
位
　
高
谷
理
央
・
大
森
結
花

◎
中
低
速
後
志
大
会

％
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
男
子
団
体
戦

・
男
子
9
0
k
g
級

・
男
子
6
0
k
g
級

・
男
子
6
0
k
g
級

・
男
子
6
6
k
g
級

全
道
大
会

・
男
子
9
0
k
g
級

・
男
子
6
0
k
g
級

第
3
位

優
　
勝
　
佐
藤
貴
洋

（
全
道
大
会
出
場
）

優
　
勝
　
顛
藤
陽
介

（
全
道
大
会
出
場
）

第
2
位
　
二
階
建
斗

第
2
位
　
佐
々
木
玄
太

（
7
2
8
～
2
9
日
南
幌
町
）

佐
藤
貴
洋

脅
藤
陽
介

※
2
人
と
も
優
勝
者
と
準
々
決
勝
で
対
戦
し
、
惜
し
く
も

敗
れ
ベ
ス
ト
8
で
し
た
。

・
団
体
戦
　
女
子

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝

優
　
勝
　
渡
辺
　
涼

（
全
道
大
会
出
場
）

準
優
勝
　
西
澤
美
冴

（
全
道
大
会
出
場
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

小
樽
後
志
代
表
決
定
戦

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝
　
高
谷
理
央
・
大
森
結
花

優
　
勝
　
渡
辺
　
涼

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（
後
志
・
小
樽
第
1
代
表
）

第
4
位
　
西
澤
芙
冴

（
後
志
・
小
樽
第
4
代
表
）

全
道
大
会
　
（
8
／
3
～
8
／
5
　
恵
庭
市
）

・
渡
辺
　
　
涼

・
西
澤
　
美
冴

2
回
戦
敗
退

3
回
戦
敗
退

◎
北
海
票
学
生
ハ
ト
は
け
指
は

（
7
／
2
1
）

小
樽
地
区
予
選

・
6
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
石
川
登
哉
・

中
山
喬
由

・
5
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
3
位
　
和
田
飛
乗

・
5
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝
　
桃
井
千
住

・
4
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
3
位
　
二
階
俊
輔
・

中
山
幸
次

・
4
年
生
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝
　
佐
々
木
萌
果
・

中
田
彩
水

（
全
道
大
会
は
、
9
月
1
5
日
～
1
6
日
に

釧
路
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
）



特別叙勲

ど存知ですか？裁判員制度②
～平成21年5月までにはじまります～

「裁判員制度」という言葉をよく耳にします

が裁判員制度とは一体どのような制度なので

しょう。

今回は、シリーズ第2回目を紹介します。

Q　折損伸加するの仇との占う啓事件？

A l　死刑又は無期の懲役・禁錮に当たる罪にかか

る事件
2　1を除き、法定合議事件（短期1年以上の懲
役・禁錮）であって、故意の犯罪行為により被
害者を死亡させた罪にかかる事件
例えば
1人を殺した場合（殺人）
2　強盗が人にけがをさせ、あるいは、死亡さ

せた場合（強盗致死傷）
3　人にけがをさせ、その結果、死亡させた場

合（傷害致死）
4　ひどく酒に酔った状態で、自動車を運転し

て人をひき、死亡させた場合（危険運転致
死）
5　人が住んでいる家に放火した場合（現住建
造物等放火）
6　身の代金を取る自白勺で、人を誘拐した場合

（身の代金自白勺誘拐）
7　子供に余事を与えず、放置して、死亡させ

た場合（保護責任者遺棄致死）

対象事件の数　は？

平成17年　3，629件（全国）

函館地方裁判所管轄事件数　平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

Q　射場鯵とのさうにして迎されるの7

A　選挙人名簿をもとに裁判員候補者名簿を作成しま

す。裁判員は、この候補者名簿の中から、1つの事
件ごとに裁判所にあける選任手続により選ばれま
す。
1　裁判員候補者名簿の作成（前年12月こう）

選挙権のある人から、翌年の裁判員候補者となる
人をくじで選び、函館地方裁判所にあいて裁判員候
補者名簿を作成します。名簿に載った人には連絡が
いきます。
2　裁判員候補者を選びます。（裁判日の6週間前こう）

事件ごとに1の候補者名簿の中からくじでその事
件の裁判員候補者を選びます。選ばれた人にlま、裁
判所に来てもらう日時等をゐ知らせします。
3　候補者の中から裁判員を選ぶための手続が行われ

ます。
裁判員候補者に選ばれた人は、裁判所に来てもら
い、裁判長から、裁判員になれない理由がないかど
うか、辞退理由かある場合はその理由などについて

質問されます。裁判員になれない理由のある人や辞
退が認められた人は候補者から除外されます。ま
た、検察官や弁護人は法律で決められた人数の範囲

内で候補者から除外されるべき人を指名することが
でき、指名された人は候補者から除外されます。
4　裁判員が選ばれます。

除外されなかった候補者から、裁判員が選ばれま
す。

裁判員候補者として裁判所に
呼び出される確立は？

全国では285人～570人に1人

函館では…470人～940人に1人

平成17年の統計による。

※次回は、裁判員に選ばれたら、どのようなことをするのを掲

載します。

い
つ
ま
で
毛
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
長
寿
六
歳

さ
る
、
7
月
2
5
日
米
寿
に
な
ら

れ
た
字
江
ノ
島
の
須
田
ハ
ツ
ミ
さ

ん
に
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
呈
さ
れ

鴨郡
J
ハ
ト恩

年
生
丁
吐
丁
年

イ

ー

　

′

1

　

イ

　

′

1

1
3
1
2
9
9

昭
和
5
1
年
1
0
月
～
平
成
1
5
年
2

月
ま
で
7
期
2
6
年
余
り
に
わ
た
り

島
牧
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
ま
た
平
成
8
年
1
0
月
か
ら

平
成
1
5
年
2
月
ま
で
島
牧
村
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
選

挙
の
管
理
執
行
に
努
力
さ
れ
、
本

村
の
地
方
自
治
の
振
興
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

故
　
泉
谷
時
夫
　
氏
の
功
績
を

讃
え
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



ことも11鴨番の家寄集

地域◎劫習字倶起電を守る922
◎子供カミ犠牲になる悲しい

凶悪事件が多発しています。

全国的に児童・子供が被害者になる事件が多発して

います。

「それは都会の話で、島牧村には関係ない」と考えて

いませんか？

近年、本村においても不審者による子供への声かけ

事件が発生しています。

幸いにも大事に至りませんでしたが、とても憂慮す
べき状況です。

子供は社会の「宝」明日を担う子供たちを事件から

守るためには、村の人達が一体となって取り組むこと

が必要です。

今回、教育委員会では、「子供見守り事業」の一環

として、子供たちが不審者から声をかけられた時など

に駆け込むことができる家「子供110番の家」ステッ

カーを貼ることのできるボランティア世帯を募集して

います。

「地域の子供は地域で守る」を合言葉に、事件や犯罪

から子供たちを守っていく防犯意識を高めるために

も、是非ご協力をお願いします。

7月6日法務大臣メッセージ伝達式の模様

軍書
】

∃

」

ステッカー見本　　　　26cm

ご協力いただける世帯は、村教育委員会生涯学習係
TEL75－6211（内線68番）までご連絡願います。

7月14日街頭啓発の模様

第
持
回
教
育
長
杯

ク
ラ
ン
‥
昌
ル
フ
大
会
結
果

開
催
日平
成
柑
年
7
月
1
日
（
日
）

場

　

所千
走
地
区
山
村
広
場

参
加
者‖
人

成

　

績優
　
勝
　
金
子
　
雄
一

準
優
勝
　
高
谷
美
重
子

第
3
位
　
木
村
　
博
文

特
別
賞
　
木
村
　
澄
子

r
防
音
つ
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

7
月
9
日
、
関
係
者
‖
人
が
出

席
し
、
「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
　
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
5
7
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
忘
牧
村
実
施
委
員
会
が

役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
園
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

）

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
あ
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

7
月
6
日
に
、
法
務
大
臣
の
メ

ッ
ヒ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
7

月
1
4
日
に
は
道
の
駅
「
よ
っ
て

け
！
島
牧
」
　
で
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

◎
重
点
目
標

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
」



7月8日消防演習の模様

月越地区風力発電施設内での電気学習の様子

『安全運転お願いします』

7月18日消防島牧支署前で約50人が参加して、夏の
交通安全運動街頭啓発が行われました。
啓発には、島牧保育所ぞう組園児11人も参加して、
ドライバーに「安全運転お願いします」と元気良く
呼びかけていました。
よぴかけることばを忘れないように、何回もくり
返し練習していました。
安全運転お願いします。

福ア「
l

【　　　　　　≦

鹿
茸
賄
警
日
「
7
月
は
臼
」

北
海
道
南
西
沖

地
震
か
ら
1
4
年

平
成
5
年
7
月
1
2
日
　
午
後
1
0

時
1
7
分
発
生
の
北
海
道
南
西
沖
地

震
は
、
7
名
の
尊
い
命
を
奪
い
、

村
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
あ
の
大
惨
事
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
7
月
1
2
日
を
　
「
島
牧

村
防
災
の
目
」
　
と
定
め
、
毎
年
、

津
波
警
報
伝
達
訓
練
や
消
防
団
に

よ
る
総
合
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
　
南
西
沖
地
震
の
体
験
と
教
訓

を
後
世
の
人
々
に
伝
え
残
し
、
日

頃
か
ら
自
然
災
害
に
対
す
る
関
心

を
深
め
て
不
時
の
災
害
に
適
切
に

対
処
す
る
心
の
準
備
が
必
要
で
す
。

島
牧
村
の
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
、
故
郷
島
牧
の
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
小
学
校
3

・
4
年
生
を
対
象
に
少
年
ふ
る
さ

と
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
7
月
9
日
に
行
わ
れ

た
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
し
た

「
電
気
学
習
」
　
の
様
子
。

月
越
地
区
の
風
力
発
電
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、
講
師
の
役
場
野
崎

部
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
な
ぜ
風
力
発
電
を
造
っ

た
の
か
。
夜
で
も
回
っ
て
い
る
の

か
。
プ
ロ
ペ
ラ
は
1
時
間
に
何
回

ま
わ
る
の
か
。
羽
が
3
枚
の
理
由
。

な
ぜ
、
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
の
か
。
な
ど
の
質
問
を
熱
心

に
し
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
知
っ
て
い
ま
す

か
？少
年
ふ
る
さ
と
教
室
の
主
な
実

施
項
目

・
7
月
6
日
　
小
学
校
3
年

賀
老
探
索
学
習

（
賀
老
高
原
）

・
7
月
9
日
　
小
学
校
4
年

電
気
学
習

（
月
越
地
区
風
力
発
電
所
）

・
7
月
日
日
　
小
学
校
4
年

水
の
行
方
を
知
る
学
習

（
本
日
浄
水
施
設
）

障
害
者
ま
撥
セ
ン
タ
」

己
ち
ら
の
ご
案
内

当
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
の
あ
る
方

や
ご
家
族
、
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
の
委
託
事
業
）

日
常
に
係
わ
る
些
細
な
こ
と
か
ら
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介
な
ど
、
様

々
な
ご
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
利
用
対
象
の
方
）

後
志
圏
域
に
お
住
ま
い
の
障
害
の

あ
る
方
、
ご
家
族
、
関
係
機
関
の
方

々
で
、
障
害
種
別
、
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん。
（
窓
口
開
所
日
時
）

月
～
金
曜
日
の
9
‥
0
0
～
1
7
‥
0
0

開
所
日
以
外
で
も
、
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
で
の
受
付
は
2
4
時
間
可
能
。

（
相
談
費
用
）

無
料
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P
O
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J
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＼
S
喜
d
a
コ
・
k
i
r
a
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a
＼

善
意
に
感
謝
し
ま
す

7
月
2
5
日
宇
本
日
の
泉
谷
陽
一
さ
ん

か
ら
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お

あ
し
す
」
に
フ
ラ
イ
パ
ン
や
包
丁
な
ど

計
2
6
点
の
調
理
用
品
の
寄
附
か
あ
り
ま

し
た
。泉

谷
さ
ん
の
善
意
に
深
く
感
謝
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（要覧）
健康通億
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「
烏
牧
村
地
域
活
劇
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ひ
だ
春
日
』
群
喘
春
り
書
し
た
」

仕
事
や
日
常
生
活
を
過
ご
す
と
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
が
必
要
な
人
は
高
齢
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
世
代
に
も
精
神
・
身
体
・
知
的
に
障
害
を
抱
え
、
周

囲
の
応
援
が
必
要
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

な
ん
と
か
一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
食
事
の
支
度

や
洗
濯
、
仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面

を
想
定
し
て
練
習
を
す
る
場
が
　
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
　
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
数
年
前
ま
で
は
　
「
作
業
所
」

と
呼
ば
れ
、
道
内
の
あ
ち
こ
ち
に
N
P
O
な
ど
の
か
た
ち
で

存
在
し
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
、
島
牧
村
に
も
周
囲
の
応
援
が
必
要
な
人
た
ち

が
毎
日
集
う
場
所
と
し
て
　
『
ひ
だ
ま
り
』
　
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
皆
で
節
約
料
理
を
作
っ
た
り
、
洗
濯
や
掃
除

の
練
習
、
お
茶
を
出
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
ら
い
い
か
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
な
ど
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ひ
だ
ま
り
に
き
て
家
族
以
外
の
人
と
接
す
る
こ
と
で
、
精

神
的
な
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

「
ひ
だ
ま
り
」
　
を
利
用
さ
れ
る
方
は
福
祉
手
帳
所
持
・
認

定
等
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
福
祉
課
の
保
健
師
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
T
m
7
5
－
6
0
0
1

知
　
症
（
第
3
回
）

こ
ん
な
症
状
が
で
る

認
知
症
に
な
る
と
次
の
よ
う

な
症
状
が
で
ま
す
。

運
動
機
能
が
正
常
な
場
合
、

介
護
す
る
方
に
心
身
共
に
負
担

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

意
思
の
疎
通
が
は
か
れ
な
い

場
合
な
ど
肉
体
的
、
精
神
的
に

も
介
護
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま

す。
主
に
、
次
の
様
な
症
状
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

侶
記
憶
障
害

短
期
の
記
憶
、
長
期
の
記

憶
が
失
わ
れ
ま
す
。

寸
前
の
記
憶
が
な
く
、
同

じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
、

聞
い
た
り
し
ま
す
。

症
状
が
進
む
と
、
家
族
の

名
前
ま
で
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す。
∽
見
当
識
障
害

今
の
時
間
や
、
今
い
る
場

所
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

抽
象
能
力
、
判
断
能
力
の

低
下
‥
単
語
の
意
味
が
わ
か

ら
な
く
な
る
。
「
果
物
の
種
類

を
答
え
て
」
「
動
物
の
種
類
を

答
え
て
」
　
な
ど
の
質
問
も
答

え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

制
不
安
や
依
存

1
人
に
な
る
と
落
ち
着
か

な
く
な
っ
た
り
、
環
境
が
変

わ
る
と
落
ち
着
か
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

不
安
な
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
る
た
め
に
か
、
人
に
依

存
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

㈲
昼
夜
逆
行

昼
寝
が
多
く
な
り
、
夜
間

に
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。

㈲
攻
撃
的
行
動

介
護
さ
れ
る
事
へ
抵
抗
し

た
り
、
介
護
者
へ
暴
言
、
暴
力

を
行
っ
た
り
す
る
場
合
も
見

ら
れ
ま
す
。

㈲
妄
想
・
幻
覚

「
お
金
を
と
ら
れ
た
」
「
食
事

を
さ
せ
て
く
れ
な
い
」
　
な
ど

こ

て

ゞ

き

㌻

さ

を

㌣

ゝ

も

も

の
妄
想
も
お
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
見
え
な
い
も
の
が

見
え
た
り
」
「
誰
も
い
な
い
の

に
会
話
を
し
た
り
」
　
の
幻
覚

症
状
も
で
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
を
持
っ
た

認
知
症
の
か
た
を
周
囲
で
介
護

す
る
に
は
、
そ
の
症
状
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
現
実

を
受
容
し
、
そ
の
人
ら
し
さ
を

失
わ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

援
助
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
と

思
い
ま
す
。

次
回
は
、
「
認
知
症
を
予
防
す

る
に
は
」
　
に
つ
い
て
、
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。



くらしのガイド
役　　　瘍　　　　　　75－6211

総合福祉医療センター　75－6001

（福祉課）

囁 � �度改正の �知らせについて 

厚生年金保険などの改正が順次実施されてお

ります。

平成19年4月からの主な変更点は、次のとおり

です。

①　70歳以上の方も、会社にお勤めの場合には、

老齢厚生年金の全額または一部の額が支給停

止となる場合があります。

②　今すぐ年金を受ける必要のない方は、老齢厚

生年金を66歳以降に増額して受けられるよう

になります。

③　遺族厚生年金制度が見直されます。

（1）65歳以上の方の遺族厚生年金の支給方法

の見直し

（2）若齢期の妻の遺族厚生年金制度の見直し
・子のいない30歳未満の妻への給付は5年に

・一定の要件を満たした夫が亡くなった場合、

対象年齢が40歳以上に

④　離婚時の厚生年金の分割制度が導入されます。

婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録の

多いほうから少ないほうへ分割できることに

なります。

必要な要件がありますので、ご相談ください。

⑤　御本人からの申し出により、年金を受け取ら

ないことができます。

詳しいお問い合わせ・ご照会は

ねんきんタイヤル
・これから年金を受給される方

TEL．0570－05－116　5

・すでに年金を受給されている方

TEL．0570－07－116　5

・小樽社会保険事務所

TEL．0134－23－4231

・社会保険庁ホームページ

http：〝wwwsia．gojp／

※年金加入記録提供サービスのお知らせ

・インターネットでご自身の年金加入記録をい

つでも閲覧できる「年金個人情報提供サービ

ス」があります。
・社会保険庁ホームページ

http：〟msia．go．jp／から24時間いつでも確認、

お申し込みが出来ます。

基礎年金番号をご用意のうえ、検索してくださ

い。

（小樽社会保険事務所）

＿‾‾－‾‾－－．‘－‘◆－一　一

日妄◎

1

「
四
島
　
（
し
ま
）
　
還
れ
！
　
日
本

の
声
で
す
　
叫
び
で
す
」

わ
が
国
国
有
の
領
土
で
あ
る
択

捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯

舞
群
島
の
北
方
四
島
の
早
期
返
還

実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

北
方
簡
土
間
題
の
一
日
も
早
い

解
決
を
期
待
し
、
国
の
外
交
交
渉

を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
と
と
も

に
道
民
世
論
の
結
集
を
図
る
た

め
、
8
月
を
　
「
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
強
調
月
間
」
　
と
定
め
、
一

層
強
力
に
北
方
領
土
問
題
の
啓
発

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
1
9
年
8

月
1
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で
道
内

主
要
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
に
ご
協
力
を

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、
戦
後

強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
の
　
「
ご
本

人
」
　
に
、
あ
ら
た
め
て
内
閣
総
理

大
臣
名
の
　
『
特
別
慰
労
品
』
　
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
　
（
過
去
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た

方
も
対
象
）

・
請
求
書
は
役
場
福
祉
課
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

・
資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
次
の
独
立
行
政
法
人
平

和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

・
無
料
電
話
　
0
1
2
0
1
2
3

4

－

9

3

3

　

（

月

～

金

、

9

‥

1
5
～
1
7
‥
1
5
、
土
日
休
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
こ
）
‥
＼
＼
妻
W
．
h
e
i
w
a
．
g
O
．
j
p

（
福
祉
課
福
祉
係
）

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
、
引
揚
者
の

皆
様
へ

場
、
役
場
庁
舎
内
等
に
お
い
て
、

署
名
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
設
し
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に
係
る

国
民
世
論
の
啓
発
を
図
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
、
返
還
運
動
へ
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
総
務
係
）

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う



平成19年度

種　　　　　目 ���応　募　資　格 �受　付　期　間 �試　験　期　日 

航　空　学　生 ���高卒（見込含） 21歳未満の者 （※1） �8月1日～ 　9月7日 �1次：9月22日 2次：10月 13～18日 3次：11月11日 ～12月7日 

看　護　学　生 ���高卒（見込含） 24歳未満の者 （※1） �9月7日～ 　9月28日 �1次：10月14日 2次：11月17日 ・18日 

一般雪候補生 ���18歳以上 27歳未満の者 （※1） �8月1日～ 　9月7日 �1次：9月17日 2次：10月 　5～12日 

2 �男　　子 ��18歳以上 27歳未満の者 （※1） �年間を通じて行 �受付時にあ知ら 
等 琴 海 ワ‘ロ 二【二 士 ����ってあります。 �せします。 

女 子 �8月採用 （海上） �18歳以上 27歳未満の者 （※1） �受付時にあ知らせします。 

3・4月採用 ��8月1日～ 　9月7日 �9月24日・25日 

防衛大学校（学生） ���高卒（見込含） �9月7日～ �1次：11月 10、11日 
21歳未満の男子 �9月28日 �2次：12月 11～14日 

注）※1平成20年3月高等学校卒業予定者の受付について、上表にかかわら
ず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。また　平
成20年3月高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成19年
9月16日以降に行います。
詳しいお問い合わせは、自衛隊札幌地方協力布部倶知安地域事務所
〒044－0013　虻田郡倶知安町南3栗東1丁目1－1
T E L　0136－23－3540

またl訂役場総務課総務係若しくは下記募集相談員まで
島牧村字永豊町62－1　大　澤　弘　志　　TE L O136－75－6735

弁護土鳩読
8月30日（木）・31日（金）

9月11日（火）・12日（水）

9月25日（火）・26日（水）

10月9日（火）・10日（水）

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

」日■■－；りゝケージ・やりプつェ2号イバ圧2007j　　全道各地の特産品をその場で食べたり、買ったりできます。

j　　もちろん後志の特産品や観光PRも行います。

★と　き

平成19年9月1日（土）～2（日）

午前9時～午後6時（2日は午後5時まで）

★ところ

札幌大通公園西5丁目～8丁目

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

平
成
1
9
年
度
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

★
1
等
1
億
5
千
万
円
　
（
2
6
本
）

前
後
賞
と
あ
わ
せ
て
2
億
円

★
2
等
1
千
万
円
　
（
2
6
本
）

◎
発
売
期
間

1
0
月
1
日
　
（
月
）
～

1
0
月
1
9
日
　
（
金
）

◎
抽
選
日

川
月
2
4
日
　
（
水
）

人
事
異
動

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成
2
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
1
7
年
4
月
1
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
で
ま

だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
下

記
請
求
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
の
上

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
給
付
内
容
　
額
面
4
0
万
円

1
0
年
償
還
の
記
名
国
債

・
請
求
窓
口

役
場
福
祉
課
福
祉
係

T

E

L

　

7

5

1

6

0

0

1

7
月
1
0
日
付
　
（
　
　
）
　
は
異
動
前

・
産
業
課
専
門
員
　
藤
井
　
英
夫

（
福
祉
課
専
門
員
）

・
福
祉
課
保
険
係
主
任
高
島
　
秀
樹

（
施
設
課
水
道
係
主
任
）

・
産
業
課
水
産
係
主
任
中
山
　
貴
浩

産
業
課
商
工
観
光
係
兼
務

（
産
業
課
商
工
観
光
係
）

・
施
設
課
水
道
係
主
任
及
川
　
光
輝

（
産
業
課
水
産
係
主
任
）

・

退

　

職

　

　

　

　

伊

藤

　

　

学



6月16日～8月15日

：　　　（6月）
■16日　保育所運動会

：18日　村議会定例会
・26日　人材育成推進会議

：28日　例月出納検査
－　30自　責牧漁協総会

：　　　（7月）

日昌警喜歪誓言議妄言墓誌董　　≡
・6日　社会を明るくする運動大臣メッセージ：
l

短悪霊消防寅習　　　　；
社会を明るくする運動烏牧村実施委員：

：8日
19日

：　　会議
■12日　参議院議員通常選挙公示

：12白　票牧村防災の日
＼J　　－17日　例月出納検査

：18日　交通安全街頭啓発
・19日　年会相談（小樽社会保険事務所）

：25日　中学校終業式
126日　小学校終業式

：29日参議院議員通常選挙投票日
－　31日　村長選挙告示

：　　（8月）

：5日　村長選挙投票日
■　6日　村長選挙当選証書交付式

：9日　歌島本祭
111日　本日本祭

：12日　大平山高山植物盗掘防止パトロール
・14日　植車本祭

：15日　原歌不祭
l　＿　＿　■　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　●　＿　＿　＿　＿　＿　＿

（6月16日～8月15日住民係受付分・敬称略）

¶たんじょう▼‾　▼　ほんじょう　　　な　ち

19．6．18　本庄　茄稚　……　泊

（本庄佑也・理恵のお子さん）

19．7．4　小原　翔海　……　本日

（小原一巳・陽子のお子さん）

（7月31日現在）

轟人　口

1，998人（前月比十3人）

男：954人（前月比＋3人）

女：1，044人（前月比　0人）

■世帯数

948戸（前月比＋3戸）

′
h

rヽ

Å　　ゎが家の

お殿様
仕り　た　　　鯵や　上

皮的　隻斗くん
豊i兵／成田博樹・忍さんの

お子さん

（平成16年6月3日生）

お兄ちゃんと元
気いっぱい遊
び、ケンカをし、
にぎやかな毎日を
過ごしています。
たまにやりすぎて
怒られちゃうけどすく
に気を取り直し元気にな
ってしまう隼斗。
とにかく毎日健康で元気

にいてくれたら嬉しいです。（博樹・忍さん）

苛蒜7冨禁冨芸在1081日達成

運 転 免 許 �葦一般・違反講習 

≦　9月11日（火）10月16日（火） 

箋一　般　者13：00～14：00 

■■■■■■ll王■■lは…董監茎 

庵　長　者13‥00～13：30 

初回更新者14：00～16：00 

露瑞藩藩。…誉日 照境照守雄摘締新潮 �岩内自動車学校　0135－62－1328 
八雲自動車学校　0137－63－2111 

9月6日（木）　9月13日（木） 

9月20日（木）10月4日（木） 

10月11日（木）10月18日（木） 

盃しま �ま �1平成19年8～9月号○発行／島牧村○編集／総務課企画係（TEL75－6211内線31） L　No．480　〒048－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地○印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、

．．大豆インキを使用しています。


	img001
	img002
	img003
	img004
	img005
	img006
	img007
	img008
	img009
	img010
	img011
	img012

